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【公開番号】特開2013-177401(P2013-177401A)
【公開日】平成25年9月9日(2013.9.9)
【年通号数】公開・登録公報2013-049
【出願番号】特願2013-87077(P2013-87077)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ   8/39     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ   1/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  19/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   8/39    　　　　
   Ｃ１１Ｄ   1/06    　　　　
   Ａ６１Ｑ  19/10    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月4日(2014.7.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炭素数１０～１６の直鎖アルキル基を有するアルコールから選ばれるアルコールを、エ
チレンオキサイドと反応させてアルキルエトキシレートを得、得られたアルキルエトキシ
レートを、更に反応させてアルキルエーテルカルボン酸を製造する方法を除く方法により
得られ、次の一般式（１）

【化１】

（式中、Ｒ１は炭素数１０～１６の直鎖アルキル基を示し、ｎは０～２０の数を示し、Ｍ
は水素原子、アルカリ金属、アルカリ土類金属、アンモニウム又は有機アンモニウムを示
す）
で表されるアルキルエーテルカルボン酸又はその塩であって、Ｒ１は２種以上の直鎖アル
キル基を含み、Ｒ１の平均炭素数が１０．８～１２．５であり、ｎ＝０の成分を８～１７
質量％、ｎ＝１の成分とｎ＝２の成分を合計で３１～３８質量％、ｎ≧６の成分を合計で
１０～２５質量％含むアルキルエーテルカルボン酸又はその塩を含有する皮膚又は毛髪洗
浄剤組成物。
【請求項２】
　一般式（１）中、（ｎ＝０成分の質量）：（ｎ＝１成分の質量）：（ｎ＝２成分の質量
）：（ｎ＝３成分の質量）：（ｎ＝４成分の質量）＝１：０．９９～３．５０：０．８９
～３．００：０．７６～３．００：０．６３～１．５２となる請求項１記載の洗浄剤組成
物。
【請求項３】
　一般式（１）中、ｎ＝０の成分を８質量％以上１２質量％未満含み、（ｎ＝０成分の質
量）：（ｎ＝１成分の質量）：（ｎ＝２成分の質量）：（ｎ＝３成分の質量）：（ｎ＝４
成分の質量）＝１：１．５３～１．８７：１．５９～２．２５：１．３３～２．１６：１
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．００～１．５２となるか、又は、ｎ＝０の成分を１２質量％以上１７質量％以下含み、
（ｎ＝０成分の質量）：（ｎ＝１成分の質量）：（ｎ＝２成分の質量）：（ｎ＝３成分の
質量）：（ｎ＝４成分の質量）＝１：０．９９～１．３４：０．８９～１．４０：０．７
６～１．２３：０．６３～０．９９となる請求項１又は２記載の洗浄剤組成物。
【請求項４】
　一般式（１）中、ｎ＝０の成分を８～１１．８質量％含み、（ｎ＝０成分の質量）：（
ｎ＝１成分の質量）：（ｎ＝２成分の質量）：（ｎ＝３成分の質量）：（ｎ＝４成分の質
量）＝１：１．５８～１．８４：１．７２～２．１７：１．４９～２．００：１．００～
１．５２となる請求項１～３のいずれか１項記載の洗浄剤組成物。
【請求項５】
　一般式（１）中、ｎ＝０の成分を１３～１７質量％含み、（ｎ＝０成分の質量）：（ｎ
＝１成分の質量）：（ｎ＝２成分の質量）：（ｎ＝３成分の質量）：（ｎ＝４成分の質量
）＝１：１．００～１．３１：０．９３～１．３４：０．７９～１．１８：０．６３～０
．９９となる請求項１～３のいずれか１項記載の洗浄剤組成物。
【請求項６】
　一般式（１）中、ｎ＝０の成分を１３～１６質量％含み、（ｎ＝０成分の質量）：（ｎ
＝１成分の質量）：（ｎ＝２成分の質量）：（ｎ＝３成分の質量）：（ｎ＝４成分の質量
）＝１：１．００～１．２５：１．１０～１．３０：０．８５～１．１０：０．６５～０
．９０となる請求項１、２、３又は５記載の洗浄剤組成物。
【請求項７】
　一般式（１）中、Ｒ１は２種以上の直鎖アルキル基を含み、一番含有量の多いアルキル
鎖長を有する成分が５５質量％以上９７質量％未満である請求項１～６のいずれか１項記
載の洗浄剤組成物。
【請求項８】
　一般式（１）中、ｎの平均値が１．５～３．５である請求項１～７のいずれか１項記載
の洗浄剤組成物。
【請求項９】
　皮膚洗浄剤組成物である請求項１～８のいずれか１項の洗浄剤組成物。
【請求項１０】
　炭素数１０～１６の直鎖アルキル基を有するアルコールから選ばれるアルコールを、エ
チレンオキサイドと反応させてアルキルエトキシレートを得、得られたアルキルエトキシ
レートを、更に反応させてアルキルエーテルカルボン酸を製造する方法を除く方法により
得られ、次の一般式（１）
【化２】

（式中、Ｒ１は炭素数１０～１６の直鎖アルキル基を示し、ｎは０～２０の数を示し、Ｍ
は水素原子、アルカリ金属、アルカリ土類金属、アンモニウム又は有機アンモニウムを示
す）
で表されるアルキルエーテルカルボン酸又はその塩であって、Ｒ１は２種以上の直鎖アル
キル基を含み、Ｒ１の平均炭素数が１０．８～１２．５であり、ｎの平均値が１．５～３
．５であり、ｎ＝０の成分を８～１７質量％、ｎ≧６の成分を合計で１０～２５質量％含
むアルキルエーテルカルボン酸又はその塩を含有する皮膚又は毛髪洗浄剤組成物。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項の洗浄剤組成物を身体皮膚部に適用して洗浄した後、す
すぐ皮膚洗浄方法。
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